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本日のキーワード

SDGs
(エスディージーズ）

？リスクとチャンス
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写真：国連広報部資料 UN phot/Cia Pak

1.SDGsとは何か
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（出所：内閣府資料、国立社会問題・人口問題研究所データを
もとに国土交通省作成資料）

（出所：国連人口基金データ）

採択の背景
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人口増加やグローバル化によるマイナス影響

1.地球温暖化

2.気候変動（気候危機）

3.自然災害の増加

4.水不足・食料不足

5.海洋プラスチック汚染（50年で汚染）

6.人権と現代奴隷（主に欧米）

移民難民の増加
（民族移動の懸念）

日経新聞2022/4/24
気候難民2050年
２億人の可能性
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SDGsの位置づけ（2030 アジェンダ）
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2030アジェンダの構成

前文

「誰一人取り残さない」を誓う

No one will be left behind

政治宣言

持続可能な開発目標（SDGｓ）

実施手段（MOI:Means of Implemention）

フォローアップ・レビュー

グローバルな定期的なレビューは、

「国際ハイレベル政治フォーラム」

（ＨＬＰＦ）で実施→2019/9に実施された

外務省ホームページ仮訳より

Transforming our world

Transforming our city

Transforming our company



SDGsの三層構造（17-169-232/242）

Goal9

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な 産業化の促進及び

イノベーションの推進を図る

Target 9.5

研究開発の強化と産業技術の向上

Indicator 9.5.1

GDP に占める研究開発への支出

6

産業と技術革新の基盤を作ろう

アルファベット表記されるはターゲットは「ターゲット」を実施するための手段
9.b 産業の多様化や商品への付加価値創造などに資する政策環境の確保などを通じて、

開発途上国の国内における技術開発、研究及びイノベーションを支援する。

インジケーター

17

ゴール

169

ターゲット

242(重複除く232)

インジケーター

指標例指標例（グローバル目標→ローカル目標へ読み替え）



People（人間らしく）

Planet（地球を守る）

Prosperity（豊かさを実感）

Peace（戦争や紛争をなくす）

Partnership（みんなで）

5つのＰ（ゴールのカテゴリー分け）

国連広報部資料より
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出所：Stockholm Resilience Centre 

ヨハン・ロックストローム氏提唱 一部改変

SDGsのウェディングケーキモデル（経済・社会・環境の調和）
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急激な危機
感染症

忍び寄る危機
地球温暖化等



ＳＤＧｓ17のゴールは地域課題との関連性が高い

あらゆる場所のあらゆる形態の
貧困を終わらせる。
例）2030年までに、現在1日1.25ドル未満で

生活している人々と定義されている極度の
貧困をあらゆる場所で終わらせる

飢餓を終わらせ、食糧の安定
確保と栄養改善を実現し、
持続可能な農業を推進する。

あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉
を推進する。

すべての人々に包摂的かつ
公正で質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する。

ジェンダー平等を達成し、
すべての女性及び女児の
能力強化を行う。

すべての人々に水と衛生への
アクセスと持続可能な管理を
確保する。

すべての人々に手ごろで信頼でき、
持続可能かつ近代的なエネルギー
へのアクセスを確保する。

気候変動とその影響に立ち向かう
ため、緊急対策を取る。

すべての人々のための持続的、
包摂的かつ持続可能な経済
成長、生産的な完全雇用および
ディーセント・ワークを推進する。

レジリエントなインフラを整備し、
包摂的で持続可能な産業化を
推進するとともに、イノベーションの
拡大を図る

国内および国家間の不平等を
是正する。

都市と人間の居住地を包摂的、
安全、レジリエントかつ持続可能
にする。

持続可能な消費と生産のパターン
を確保する。

持続可能な開発のために海洋・
海洋資源を保全し、持続可能な
形で利用する。

陸域生態系の保護、回復、持続
可能な利用の促進、持続可能な
森林の経営、砂漠化への対処、
並びに土地の劣化の阻止・回復及
び生物多様性の損失を阻止する。

持続可能な開発に向けて平和で
包摂的な社会を推進し、すべての
人々に司法へのアクセスを提供す
るとともに、あらゆるレベルにおいて
効果的で責任ある包摂的な制
度を構築する。

持続可能な開発に向けて実施手段
を強化し、グローバル・パートナーシッ
プを活性化する。
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視点：SDGsのゴール＝社会課題＝解決する製品やサービスを開発＝ビジネスチャンス

SDGsによってもたらされる市場機会規模

年間12兆ドル

2030年までに世界で創出される雇用

約３億8000万人
出典：環境省ガイドブック

PwC2015年度調査 Better Business ,Better World

Business & Sustainable Development Commission



SDGsのポイント

誰一人取り残さない
No one will be left behind

我々の世界を変革する
Transforming our world

＜SDGsのコンセプト＞
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SDGsの主なポイント

ムーンショット
「あるべき姿」を置く！
⇒企業：中長期計画
自治体：総合戦略（計画）
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現在

未来：想定できる姿

未来：あるべき姿バックキャスティング
あるべき姿から逆算

フォアキャスティング
現在の状況から考える

イノベーション

ＳＤＧｓウオッシュ
（形ばかりの取組）
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中小企業運送業

大企業

（荷主）

政府

自治体

個人の

お客さま

社員

2.運送業がSDGsに取組むことの必要性とメリット
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■SDGs推進本部の設置（2016年5月）

■政府方針である「SDGsアクションプラン2018」の決定（2017年12月）

■政府表彰制度である「ジャパンSDGsアワード」の実施（2017年12月）

出所：内閣府ホームページ

■SDGs未来都市・モデル事業（2018年6月~）

■地方創生官民連携プラットホーム（2018年6月~）

①政府方針・自治体
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自治体は１号会員

参考：地方創生SDGｓ官民連携プラットホーム（内閣府）

出所：内閣府ホームページ



Ⅱ.大企業や金融機関の動き
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－ＥＳＧ投資の潮流－
環境（Environment）、社会（Social）、
企業統治（Governance）に配慮している企業
を重視・選別して行う投資方法が拡大しています。
環境では地球温暖化対策や生物多様性の保護
活動、社会では人権への対応や地域貢献活動、
企業統治では法令遵守、社外取締役の独立性、
情報開示等を重視する考え方です。

－「経団連：企業行動憲章」変更挨拶文からの抜粋－
（経団連ホームページより）

会員企業は、持続可能な社会の実現が企業の発展の基
盤であることを認識し、広く社会に有用で新たな付加価値
および雇用の創造、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）
に配慮した経営の推進により、社会的責任への取り組み
を進める。また、自社のみならず、グループ企業、サプライ
チェーンに対しても行動変革を促す（第10条） とともに、
多様な組織との協働を通じて、Society 5.0の実現、
ＳＤＧｓの達成に向けて行動する。（2017/11）
企業行動憲章を2017年に改定した際に、サブタイトル
を「持続可能な社会の実現のために」へ変更した。

環境 社会
企業

統治

②大企業（荷主）：ESG投資の拡大と経団連行動憲章の改定

ダイベストメント（投資撤退）

GPIFがPRIに署名



全国銀行協会（SDGsレポート）

15©furusapo-presents inc出所：全銀協資料

気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）
企業が気候変動に対応した経営戦略の開示
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SDGsとESGは表裏一体の関係

ESG

投資の考え方が変わる
「財務情報」

＋
環境・社会・企業統治の
「非財務情報」が大切

（持続的成長を生む）

SDGs 2030年までの目標
（国連で全会一致で採択）



参考：SBT（Science Based Target）が削減対象とする排出量
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脱炭素に向けた目標設定（SBT）
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参考：中小企業がカーボンニュートラルに取り組むメリット（環境省）

1.優位性の構築（自社の競争力を強化し、売上・受注を拡大）

2.光熱費・燃料費の低減

3.知名度や認知度の向上

4.社員のモチベーション向上
・人材獲得力の強化

5.新たな機会の創出に向けた
資金調達において有利

出所：環境省作成ハンドブック



出所：株式会社電通「＜第5回「SDGsに関する生活者調査」＞
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86%

SDGsの認知率は8割超、"Z世代"は発信・消費・市民活動への参加に積極的

③個人のお客様：広がるSDGs



出所：株式会社電通「＜第5回「SDGsに関する生活者調査」＞
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生活者は、積極的にSDGsに取り組む企業に好印象を
持つだけでなく、その企業が提供する商品やサービスへ
の利用意向も高まることが示唆された。

SDGsの実践意欲が高い層のなかでも、「Z世代」はジェ
ンダー平等への関心が高く、SDGs関連イベントへの参加
意向や関連商品・サービスの消費意向も高い。インフルエ
ンサーや広告の影響を受け、SNSや家族・友人との会話
で情報が共有される。

お客様：SDGsは、若い世代の関心が高い

SDGs=未来のお客さまの考え
対策を取らなければ経営リスクに！（早期に取組めばチャンスに！）



参考：SDGsアクションプラン2019/2020参考：本格化するSDGs教育（ESD）

©furusapo-presents inc 21

SDGsネイティブの誕生
（10年後の消費者動向の予測）

出所：文部科学省ホームページ

公立中学の授業もスタート



消費者（市民）意識の変化予測
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参考：消費者庁や自治体の消費者センターの動き

出所：消費者庁ホームページ

出所：木更津市ホームページ



④社員：Z世代・ﾐﾚﾆｱﾙ世代の就労意識の変化（採用への影響）
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出所：あさがくナビ2024（ダイレクトリクルーティングサイト会員数No.1）ニュースリリース

出所：就活の教科書ホームページ



人権意識向上への対策強化（ビジネスと人権）
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時間外労働規制

(2020年4月～）

2024年問題

（建設・運送）

パワハラ規制法

(2022年4月～）

中小企業も対象

法律改正

訴訟リスク対策、予防策、成長戦略

健康経営の推進

・訴訟リスクに対する保険対応が増加

・訴訟とならないように予防策がより重要に

・働きがい創造、優秀人材確保で成長戦略に繋ぐ

ハラスメント保険加入
（雇用慣行賠償保険や役員賠償責任保険など）

・法改正で増大する訴訟リスク
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3.具体的な取組方法（SDGコンパス）
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出所：公益財団法人地球環境戦略研究機関ホームページ

地球は、経済、社会および環境の面で大きな課題に直面している。
こうした課題に対処するため、「持続可能な開発目標（SDGs）」は、
2030年に向けて世界的な優先課題および世界のあるべき姿を明らかにして
いる。極度の貧困を根絶し、世界を持続可能な軌道に乗せるための先例の
ない機会を提供するものである。
世界の各国政府は、すでにこの目標に合意している。
今こそ企業が行動を起こす時である。
本SDG Compassは、各企業の事業にSDGsがもたらす影響を解説する
とともに、持続可能性を企業の戦略の中心に据えるためのツールと知識を提
供するものである。



SDGsのポイント今日からできるSDGs（３STEP）
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Ⅰ.業務の各ゴールとの紐付け（後付けマッピング）

Ⅲ.SDGsを共通言語に
パートナーシップ推進やイノベーションにチャレンジ

Ⅱ.SDGs宣言と目標設定（先付けマッピング）
（重要課題“マテリアリティ” とKPI設定、CO2把握と削減）

勉強会からスタート
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勉強会：「全日本トラック協会作成小冊子」（2022年6月4日）輪読会

出所：全日本トラック協会ホームページ
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ターゲット インジケーター ローカル目標例

3.6
2020年までに世界
の道路交通事故の
死傷者を半減させる

3.6.1
道路交通事故に
よる死亡率

Goal3

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を推進する

STEPⅠ.紐付け①



東京都貨物輸送評価制度から始めてみる

29©furusapo-presents inc

① ドライバーへの教育訓練、指導体制構築の状況
エコドライブ実践のため継続的な教育訓練、指導等を行う体制を構築していること。

② 燃費管理の状況
車両ごとにドライバーが燃料補給時に走行距離と給油量を記録するとともに、運行管理者
等により実走行燃費を管理していること。（事業者の全車両の前年度1年分の燃費記録
が必要です。）

③ 燃費データベース構築の状況
取組内容の適時改善のため、燃費記録をデータベースで集計・分析していること。

出所：東京都ホームページ



STEPⅠ.紐付け②
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ターゲット インジケーター ローカル目標例

11.b
2020年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害
に対する強靱さ(レジリエンス)を目指す総合的政策及び計画を導

入・実施した都市及び人間居住地の件数を大幅に増加させ、
仙台防災枠組2015-2030に沿って、あらゆるレ
ベルでの総合的な災害リスク管理の策定と実施を

行う。

11.b.2
国家防災戦略に沿った地方レベルの
防災戦略を採択し実行している地
方政府の割合

Goal11

包摂的で安全かつ強靱(レジリエント)で持続可能な

都市及び人間居住を実現する
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ターゲット インジケーター ローカル目標例

8.5
2030年までに、若者や障害者を含むすべての男性
及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働きが
いのある人間らしい仕事、ならびに同一価値の労
働についての同一賃金を達成する。

8.5.1
労働者の平均時給（性別、
年齢、職業、障害者別）

8.5.2
失業率
（性別、年齢、障害者別）

Goal８
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完

全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用

(ディーセント・ワーク)を促進する

STEPⅠ.紐付け③
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STEPⅡ：SDGs宣言（ニュースリリースやホームページでの開示）

出所：株式会社西部建設運輸 ニュースリリース

①紐づけとエビデンス（認証など）

②あるべき姿（挑戦することを宣言）

・ゼロエミッション

・地元函館を『誇れる街』に
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STEP Ⅲ：イノベーション カーボンニュートラルの取組み（鈴与・日立物流）
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（出所）鈴与ホームページ・日立物流ホームページ



STEP Ⅲ:パートーナーシップ/イノベーション
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・1954年（昭和29年）設立、従業員数109名（2019年5月現在）
70年近い歴史を持つ、運送事業者です。
・法人部門は陶磁器や自動車パーツなど、地域のニーズに合わせた配送サービスを提供しています。
・個人向けには、生前整理・遺品整理をはじめ、引っ越し・片付けレンタルコンテナなど、
地域の高齢化とともに 需要が高まりつつある片付け・整理サービスを提供しています。

・くるみん認定や健康経営優良法人ブライト500に選定されるなど多くの認定や
優績表彰を受賞しています。

企業概要

＜保有台数＞
大型車 26台・中型車 33台
小型車 5台・フォークリフト 5台

自動車パーツ輸送 生前整理・遺品整理

出所： 大橋運輸株式会社ホームページ
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SDGs経営＝100年、200年続く企業を目指すこと
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日本の先達の考え方（地域や社会に貢献しながら企業成長を目指す）

近江商人
三方良し

稲盛和夫

利他の心
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＜敬称略＞

松下幸之助

企業は社会の公器

渋沢栄一

道徳経済合一

36



ＳＤＧｓから企業はなにを学ぶのか（SDGsウオッシュに留意）
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１．消費者行動（10年先）を予測

２．大企業（取引先）のCOCを知る

４．中期経営計画に取り込む

６．金融機関との関係構築に活用する

５．採用やアライアンスでの活用

３．新商品・新サービス開発に活用

リスク対策

ビジネス

チャンスと

して活用
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ご視聴ありがとうございました

“Think Globally, Act Locally”
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